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【背景と目的】

近年, ｢ い っ で も , ど こ で も , 誰で も｣ と い う ユ ビキ タ ス ･ ネ ッ ト ワ ー ク に あ っ て , 今や生

活 必要 品とな っ た携帯電話 は 第三世代移動通信サ
ー ビ ス (3 G) の 本格的普及 と伴 い , ますま

す高機能 ･ 高性能性 - と進 歩 して きて い る . 電気通信事業者協会が発表 した 0 4 年 の携帯電話

の加 入数に よ ると, 2 00 4 年 1 2 月末時点 の 累計加入数は 8 5 4 8 万 人で , 人 口普及率を見ると

6 6 .9 % とな っ た . 国民生 活 に着実に浸透 して い ると こ ろで あ る . 中国の 場合で は , 中国信息

産業部が発表 した携帯電話 の 加入数 によ る と, 2 0 0 4 年 1 1 月 末時点 の累計加入数は 3 億 2 9 9 2

万 人で , 人 口普及 率を見 る と 2 4 . 8 % とな っ て い る .

今で は , 携帯電話同 士 で若い 人 た ちがメ ー ル を交換 したり, ビ ジネス の 世界で は F A X や電

話で は なく , メ ー ル で仕事の 依頼や問 い 合わせ を したり , ア ポイ ン トメ ン トの 申 し込みや仕

事 の発 注 な ど, ほ とん どの ビ ジネ ス の ス テ ー ジで メ ー ル を利用 して い る . 携帯電話で の ビ ジ

ネ ス メ ー ル も, 時候の 挨拶な どが は ぶ かれ , 単刀 直入 に仕事 の 話 を切り 出す と い う, 古く か

らある手紙 の 形式 に縛られ な い メ ー ル が主流とな っ て い る . しか し
, 日本製携帯電話 に使え

る ア プリ ( 例えば, i ア プリ ,
e z ア プリ, Ⅴ ア プリ な ど) の 1 つ 当たり の メ モ リ容量 に制限が

あり , 大体 5 0 K B y t e か ら 4 00 K B y t e まで で ある . 普通 の 日本製携帯電話は 中国語 フ ォ ン トを搭

載 して い ない の で, 中国語 の 入力 と表示 が でき な い . 中国語 を入 力 と表示する ため に は, 中

国語 フ ォ ン トをア プリ の 中に書き込み しなければな らな い が, 中国語 の標準 G B 2 3 1 2 の 文字

数は 6 7 6 3 字で あり, 現在 の 日本製携帯電話 の メ モ リ容量 に は 中国語入力, 表示用 ア プリ を搭

載する こ とが でき な い の が現状で ある .

そ こ で , 本プ ロ ジ ェ ク トで は独 自の 文字圧縮ア ル ゴ リ ズ ム を提案す ると とも に ,
日本 の携

帯電話で中国語メ ー ル の 作成, 送受信を実現で き る中国語 メ ー ル シ ス テ ム を開発 した .

【研究成果】

本 プ ロ ジ ェ ク トで は , 独 自の 文字圧縮 ア ル ゴ リ ズ ム を開発 し, 実用化 した . そ の 主 な方法

は , 文字を ビ ッ ト マ ッ プフ ォ ン トの デジタ ル デ ー タと して扱 い ,
L Z 7 7(L Z S S) 圧 縮ア ル ゴ リズ

ム を用 い て 文字圧縮 を行うも の で あ る . しか し
,
L Z 7 7(L Z S S) 圧縮ア ル ゴリ ズ ム を適用する前

の 文字 の 並び に よ っ て , L Z 7 7 (L Z S S) 圧 縮ア ル ゴリ ズ ム の 作用 が大きく左右されて しまう問題

が ある . 本プ ロ ジ ェ ク トで は , L Z 7 7( L Z S S) 圧縮ア ル ゴリ ズ ム が最も有効に作用する文字の 並

び を
, 遺伝的ア ル ゴリ ズ ム を用 い て 最適化 を計る方法を開発 した . 遺伝的ア ル ゴ リ ズ ム は ,

生物進化 の原 理 に着想を得たア ル ゴリ ズ ム で あり, 確率的探索 ･ 最適化 の
一

手法で ある .

そ の 結果 , 提案 し た遺伝 的ア ル ゴ リ ズ ム を適用 して 文 字 の 並 び を行 う場合 , 普通 の

L Z 7 7(L Z S S) 圧縮技術の 圧縮率の 上 ,
1 0 - 1 5 % 上げる こ とが で きた . 携帯用 ア プリ の厳 しい 実

行環境で は 1 % の 圧縮で も重要 で あるた め , 提案 した文字圧縮 ア ル ゴ リ ズ ム は 有効な手段 で

あ ると考えられ る .
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提案 した文字圧 縮ア ル ゴ リズ ム を用 い て 開発 した中国語携帯メ
ー ル シ ス テ ム の シ ス テ ム 構

成を下 図に示す ･ 左側 は中国, 右側は 日本で あ る . 中国 に は , 移動と聯通 二 つ の携帯電話キ

ャ リア 会社がある ･ 日本に は , 主 に D o c o m o , a u , Ⅶ d afb n e の 三 つ の 携帯電話 キ ャ リア 会社

があ る ･ 両国の 間に 専用サ
ー バ を置き, ゲ ー トウ ェ イ とする . 日本側 の携帯電話は本 シ ス テ

ム が 提供 した ア プリを利用 し, 専用 サ
ー バ を通 じて , 中国 の携帯電話, 普通 の パ ソ コ ン , 及

び 日本 の携帯電話と中国語メ ー ル を送受信する .

中国語携帯 メ
ー

ル シ

ス テ ム は 図 に示 すよ う

に , 携帯電話用 の シ ス

テ ム とサ ー バ 用 の シ ス

テ ム の 2 つ で 構成され

て い る . 携帯電話用 の

シ ス テ ム の 役割 は中国

語 の 入 力 と表示 で あ る .

サ ー バ 用 の シ ス テ ム の

役割は文 字 コ ー ドの 変

換, メ ー ル の 転送 , ユ

ー ザの 管理 と課 金 な ど

が ある .

本 シ ス テ ム ( 思念電

郵) は 中国標準 G B 2 3 1 2

のす べ て の 漢字に対応でき , 日本の 携帯 ( a u , D o c o m o) で中国語 メ
ー ル の 作成, 送受信が で

き る ･ しか も, ピ ンイ ン に よる入力表示 な の で , 携帯電話 か らの 文字入 力が 容易で あ る . ま

た, 世界中の パ ソ コ ン か ら日本や中国 の携帯電話 - 中国語メ
ー

ル の 送受信を実現 して い る .

【プ ロ ジ ェ ク ト成果】

本プ ロ ジ ェ ク トで は独自 の文 字圧 縮ア ル ゴ リ ズ ム を提案す ると ともに , 日本語 と英語 の フ

ォ ン トしか搭載 して い ない 日本 の携帯電話で 中国語 を入 九 表示 メ ー ル 送受信で きる中国語

メ
ー

ル シ ス テ ム を開発 した .

本 シ ス テ ム は , 独自提案 した 圧縮 ア ル ゴ リ ズ ム に基 づ き , す べ て の 中国語文字 フ ォ ン ト

(6 7 6 3 字)
,
文字 コ ー ドと入力方法 が含まれ た中国語携帯メ ー ル シ ス テ ム ア プリで あり , 必

要なメ モ リ容量 は 1 0 0 K B y t e 以下 で実現 して い る . 本 シ ス テ ム はイ ン タ ー ネ ッ トワ - トに接続

され て おり, ホ ー ム ペ ー ジ http :// w w . s n m ail . n et か らフ リ ー ダウ ン ロ
ー ドが でき る . 本 シ ス テ

ム をダ ウン ロ ー ドした 日本 の 携帯電話 か ら直接 中国の 携帯電話, 普通 の パ ソ コ ン及び 日本 の

携帯電話 に中国語 メ
ー

ル を送受信する こ とが で き る . また, 本 シ ス テ ム は 日本国立大学 の 技

術と して 2 0 0 4 年 6 月 か ら商用化されて い る .

2 0 0 5 年 3 月 3 1 日現在, 本 シ ス テ ム の ユ
ー

ザ が 1 万人突破 し, 日本最大 の 中国語携帯 メ ー

ル シ ス テ ム に な っ て い る .

【利用施設】 平成 16 年度に つ い て は , V B L 施設 の利用 は該当な し .
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